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生成 AI が身近なインフラの一部になりつつあります。

AI は人類の知性にどのような影響を与えるのでしょう

か？この問題を考えるとき、AI と人間の思考の仕方がど

う違うのか、そして学習の仕方がどう違うのかという観点

が有益だと思います。キーワードは二つ。記号接地とアブ

ダクション推論です。

「記号接地問題」は記号操作が主流だった 1990 年に

カナダの認知科学者 Stevan Harnad が指摘した問題

です。身体を持たない AI は外界の対象を指し示す記号

（ことば）を感覚に接地することができず、別の記号で定

義づけるだけで、記号の本当の意味は理解することがで

きないため、言語の海を単語から単語へ漂流し続けるよ

うなものである、というのが骨子です。

人間の子どもは、言葉を覚えるときにまず、ことばを感

覚に接地させます。「ミルク」「パン」などのことばは、定

義を覚えるのではなく、五感全てを使って対象を経験し、

ことばと紐づけます。しかし、そこから推論の連鎖によっ

て、一つの対象についての経験を拡張し、その単語を適

用できる対象の範囲を推論します。範囲を決めることは、

同じ領域のことばすべてと当該のことばとの境界を定め

ることに他なりません。つまり、個々の単語を超えて語彙

を大局的に捉え、それぞれの単語を全体の中に位置づ

け、他の単語と関係づける。こうして子どもは単語の「意

味」を発見していくのです。

このような言語習得の仕方の背後には、アブダクショ

ン推論という思考形態があります。科学者は直接観察で

きないメカニズムや因果関係を、自分の持つ知識を使い、

もっとも蓋然性の高い可能性を吟味した上で仮説を考

える推論をします。これがアブダクション（別名「仮説形

成推論」）です。他方、言語を習得する子どももまた、単語

を外界の対象に接地させ、語彙全体の中に位置づけ、他

の単語たちと関連づけながら語彙の体系を構築してい

く。この過程はまさにアブダクションであり、科学者が

行っている知的活動と本質的に同じなのです。

アブダクションに間違いはつきものです。科学者も、数

知れず誤った仮説を形成しますが、実験を行い、仮説を

修正したり新たな仮説を考えます。子どもも同じように、

アブダクション推論により単語に暫定的に意味を付与し

ますが、その意味は常に見直され、修正されます。この過

程が、知識をほとんど持たないで生まれる人間の子ども

が短期間にことばを覚え、知識の体系を創り上げていく

ことを可能にしています。

AI の歴史的な流れは認知科学の視点から眺めると非

常に興味深いものがあります。当初は、論理や数学、物理

などの正解が一義に決まる演繹的な思考をマシン上で実

現させることが研究の主眼でした。21 世紀になると主軸

はビッグデータからパターンを学習するニューラルネット

に変わります。すると、AI の思考は演繹推論から統計的

な帰納推論に変わりました。統計的帰納は、データから

パターンを抽出し、予測をします。しかし、アブダクション

推論と異なり、因果関係などの目に見えないメカニズム

を考えないこと、現在の問題解決の分野と遠い、一見関

係ないと思われる分野の知識を借りてきて統合させるよ

うなことをしません。しかし、これでは本来人間のもつ、

新たな知識の創造ができません。

現在の AI 研究はまさに、アブダクション推論の実現

に向かっていると思います。これができないと、新たな知

識を創造するために必要な、汎用的で自立した学習と柔

軟な思考をすることができないからです。しかし、そこに

立ちはだかるのは「記号接地問題」と同根の問題である

「フレーム問題」、すなわち、どの知識をいつ、どう使うか

という問題です。人間の子どもには「フレーム問題」は存

在しません。乳幼児期からアブダクション推論を駆使し、

新しい言葉、新たな知識を創造しています。なぜそれが

可能なのか。この問いは人間という生き物特有の知性を

理解する上でも、AI を開発する上でも鍵になるに違いあ

りません。
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